
下の図 1の直方体 ABCD−EFGHにおいて, AB= 2
√
3, AD=AE=3 cmである。また,

点K, Lはそれぞれ辺DH, BF上の点で, DK : KH=FL : LB=1 : 2である。この立体を 4

点 C, K, E, Lを通る平面で切ったとき, 頂点 Gを含む部分は図 2のようになった。この
とき,
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(1) 線分KCの長さは cm, 線分KLの長さは cmである。

(2) 四角形 CKELの面積は cm2である。

(3) 3点K, L, Gを通る平面で図 2の立体を 2つに切ったとき, 頂点 Cを含む方の立体の

体積は cm3である。

(4) 頂点Gから面 CKELに下ろした垂線の長さは cmである。
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